
2024島根県立大学松江キャンパス椿の道アカデミー

公開講座 受講料
無料

公開講座申込フォームよりお申込みください。郵便・FAX・メールの場合は、下記①～⑥を記載のうえ

お申込みください。応募多数の場合は抽選とし、受講不可となった場合のみご連絡いたします。（先着

順ではありません）申込人数が一定に達しない場合は開講を中止する場合があります。

①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号 ⑤メールアドレス ⑥申込講座①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号 ⑤メールアドレス ⑥申込講座

〒690-0044 松江市浜乃木7-24-2 島根県立大学松江キャンパス 公開講座係

FAX：0852-21-8150 メール：tubaki@u-shimane.ac.jp

申込フォーム →

お問合せ TEL 0852-26-5525 （平日8:30～17:00）

・ JR松江駅から（1番のりば）南循環線外回り（約30分）

「県⽴⼤学前」下⾞（徒歩1分）

・ 山陰道松江中央ランプ、松江⻄ランプより⾞で2〜3分

・ 公共交通機関の利⽤にご協⼒をお願いします。

県大マスコットキャラクター
オロリン

島根県立大学松江キャンパスの特色を

生かした講座を多数ご用意しました。

学びのひとときをどうぞご一緒に！

https://forms.office.com/r/CxWCBFP7ym?origin=lprLink

春学期
開催分



1 .総合文化講座

今回は人間文化学部地域文化学科の教員がそれぞれの専門分野から「文化」についてお話します。

定員：50名（10/11は15名）

2.「源氏物語」桐壺巻を読む

大河ドラマ「光る君へ」の主人公・紫式部が書いた『源氏物語』は、日本を代表する古典文学作品です。本講座では、光源氏の前史と誕生と

成長を描く桐壺巻の一部を、平安時代の歴史と文化についての解説を交えながら原文で読んでいきます。

定員：50名（高校生含む） 会場：体育館 研修室

一般教養講座

3.椿の道読書会

講師プログラム会場時間曜日日時

地域文化学科 教授
田中 芳文

「ぎっしり詰まったスーツケース症候群」とは何か？ー
医療現場の英語表現を学ぶ

体育館
研修室

13:10-14:40水6月26日①

地域文化学科 教授
松浦 雄二

『セカイイチカワイノヒト』ーヘルンとセツの英語レッス
ン

大講義室13:10-14:40水7月17日②

地域文化学科 教授
高橋 純

セッカク・ワザワザ・モッタイナイー日本語から日本を
考えましょう

体育館
研修室

13:10-14:40木8月 8日③

地域文化学科 准教授
山村 桃子

藤原兼家と道綱母ー『蜻蛉日記』にみる夫婦の関係大講義室13:10-14:40水9月 4日④

地域文化学科 教授
小長谷 悠紀

「わたしたちのまちづくり 安全で楽しい低速交通社
会という一提案」（ハンドル型電動クルマ椅子試乗体
験が含まれます）
※試乗体験（晴天：運動公園 雨天：体育館）
協力：株式会社スズキ自販島根・松江市

3号館
第2視聴
覚室他

13:20-16:10金10月11日⑤

講師時間曜日日時

人間文化学部 地域文化学科 准教授 山村 桃子10:30-12:00木
8月1日
8月8日

①
②

皆で決めた本を読み、その本をテーマに感想を話し合います。１人の読書では、気が付かなかったことや知識や感想を共有できるため、

1冊の本から学べることが圧倒的に増えます。学生図書委員との読書会も、内1回程度企画しています。

定員：10名 会場：図書館 ラーニングコモンズ4

講師時間曜日日時

図書館 専門員 北井 由香14:00-16:00水
①7月 3日 ②9月 4日 ③11月6日

④1月 8日 ⑤3月 5日

教員講習講座

1.子どもの発達の理解と特性に応じた支援

幼児期から学齢期までの発達を理解するとともに、学習・行動・生活に困りを抱えている子どもの教育・保育・子育てに活かせる研究や

臨床経験に基づく実践方法についてお話しします。障害のある子どもの支援者（教師・保育士等）や発達に気がかりのある子どもの保護

者の方向けの内容ですが、一般の方の学びも歓迎します。なお、参加者にはアンケートなどにご協力いただくことがあります。

定員：20名 対象：保育士・幼稚園教諭、小学校教諭、特別
支援学校教諭、保護者、その他発達支援や特別支援教育に
関心のある方 会場：体育館 研修室

講師プログラム時間曜日日時

人間文化学部 保育教育学科 准教授 内山 仁志子供の見え方と読み書き10:00-11:30土6月22日①

人間文化学部 保育教育学科 准教授 水内 豊和子どもの得意を増やすICT活用10:00-11:30土7月27日②

人間文化学部 保育教育学科 教授 西村 健一子どもの発達を促す運動10:00-11:30土8月31日③

※全講座共通
日時・会場が変更になる場合があります。



2.おもしろ理科実験講座

小学校理科授業における子どもの興味・関心を高める実験や活用場面での実験等を紹介し、実際に演習（実験演習）を通して、今後の授業

に役立ててもらえることをねらいとします。

定員：20名 対象：小学校教員 会場：2号館 理科実習室

講師時間曜日日時

人間文化学部 保育教育学科 教授 高橋 泰道14:00-16:00火8月20日

3. R6年度 全国学力・学習状況調査結果を生かした授業設計

今年度も7月末に全国学力・学習状況調査の結果が公表されます。そこで、島根県や自校の授業づくりの成果と課題を、児童生徒の「つま

ずき」から分析し、実態に応じた効果のある授業設計についてみなさんと考えていきます。また、全国学力・学習状況調査のCBT化に向け

た対応についても考えていきます。

定員：40名 対象：小学校教員

会場：体育館 研修室

講師プログラム時間曜日日時

人間文化学部 保育教育学科

教授 礒部 年晃

島根県の調査結果を生かし、児童のつまずきに着目した授業設計に

ついてみなさんと考えます。また、ご参加いただいた先生の学校の

結果についても深く分析していきたいと考えます。

10:00-11:30火8月6日

1 .大学の学び～特別支援教育について～

島根県立大学保育教育学科では、特別支援教育を学ぶことができます。最新のICTや知見を学ぶことができます。このたび、高校生向けの体

験会を行いますので、ぜひご参加ください。

定員20名 対象：高校生 会場：体育館 研修室

講師時間曜日日時

人間文化学部 保育教育学科 准教授 内山 仁志

人間文化学部 保育教育学科 准教授 水内 豊和

人間文化学部 保育教育学科 教授 西村 健一

13:00-14:30土7月27日

高校生講座

2.古文書を整理してみよう！

歴史研究の素材となる古文書は、多くの場合、整理されて初めて利用可能となります。1点ごとに番号を付け、内容を読み取って目録を

作成するという地道な作業が、歴史の研究を支えています。この講座では、松江キャンパスの図書館が所蔵する江戸時代の古文書を実際

に整理してみます。歴史が好きな方、江戸時代の古文書に触れてみたい方、くずし字で書かれた古文書の読解に挑戦してみたい方、あるい

は「古文書整理ってどんなことをするんだろう」と気になる方、ぜひ気軽に参加してください。

定員6名 対象：高校生 会場：図書館棟 ラーニングコモンズ4

講師時間曜日日時

人間文化学部 地域文化学科 准教授 杉 岳志13:30-15:30金8月16日



1.ハカセと遊ぼう！みらいキッズ講座

ハカセと一緒にiPadを使ってプログラミング、作曲、動画編集などをします。持ち物は不要、iPadは大学で貸し出します。

定員：親子15組 対象：小学校1～4年生程度の児童と保護者

会場：カメリアホール

講師プログラム時間曜日日時

人間文化学部 保育教育学科准教授 水内 豊和

おもしろ動画を作ろう！

10:00-12:00

土7月 6日①

かっこいい音楽を作ろう！土9月21日②

YouTubeみたいな動画を作ろう！日11月 3日③

プログラミングでゲームを作ろう！土1月 25日④

おやこ講座

2.ミライキッズ体力測定＆運動遊び

ミライキッズさんいん実行委員会（株式会社山陰中央テレビジョン、株式会社メディアスコープ、株式会社こころプラス）と県立大学が協働

で開催する体力測定です。将来保育者を目指す保育学科の学生が、企画、運営、指導します。簡単な4種目の測定と運動遊びを体験できる

楽しい講座です。

定員：親子40組 対象：3～5歳児の幼児と保護者

会場：体育館 アリーナ

講師時間曜日日時

短期大学部 保育学科教授 梶谷 朱美10:00-12:00土6月22日

4.中高生と学ぶ「少女小説」の世界

戦前の日本の「少女」たちが、夢中で読んだのが「少女小説」です。現代よりも過酷な時代に描かれた健気なヒロインの姿は、同じ年頃の

中高生のみなさまに、どのように映るのでしょうか？今なおファンが絶えない「少女小説」の魅力は、どんなところにあるのか、一緒に考

えてみましょう。

定員5名 対象：中学生・高校生

会場：図書館棟 ラーニングコモンズ4

講師時間曜日日時

短期大学部 文化情報学科 准教授 渡部 周子17:00-18:30月7月1日

3. 「文学」って何？ を「詩」から考える

私たちが使う、ごく普通の言葉たちが、あるとき「文学」になります。「文学」専用の「すばらしい」言葉が、どこかにしまってあるわけではあり

ません。では、言葉は、どうやって「文学」になるのでしょうか。不思議です。そこでまずは「詩」的だと感じられる言葉について考えてみます。

そして、「詩」的な表現を成り立たせる、言葉の仕組みを探ってみましょう。探るためのキーワードは、超ジャンル的存在としての「物語」です。

定員40名 対象：高校生 会場：大講義室

講師プログラム時間曜日日時

短期大学部 文化情報学科

教授 山根 繁樹

「文学」とは何かを、「詩的言語」のメカニズムから考える。「詩的」と

感じられる表現がいかにして生まれるのか、「物語」をキーワードに

探っていくことで、「文学」に迫る。

14:00-16:00火8月6日


